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１．県内の河川概要
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県内の主な河川

福井県内の河川延長ベスト１０(指定延長)
1.九頭竜川－111.44km 6.大聖寺川－ 38.45km  
2.日野川 － 65.45km 7.南川 － 32.42km  
3.足羽川 － 56.97km 8.北川 － 30.31km  
4.竹田川 － 41.93km    9.浅水川 － 29.86km  
5.真名川 － 41.47km  10.石徹白川－ 25.82km  3



河川種別 水系別 河川数
延長
(km)

管理者別延長

管理者 河川数 延長(km)

一級河川

九頭竜川 150 1029.1 国土交通大臣
福井県知事

17
140

101.3
927.8

北川 10 71.0 国土交通大臣
福井県知事

2
10

16.5
54.5

小計 160 1100.1 国土交通大臣
福井県知事

19
150

117.8
982.3

二級河川
笙の川他
21水系

41 252.8 福井県知事 41 252.8

準用河川
九頭竜川
他18水系

70 134.5 市町長 70 134.5

合計 24水系 271 1487.4
国土交通大臣
福井県知事
市町長

19
191
70

117.8
1235.1
134.5

福井県内河川の概要
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２．近年の降雨状況について
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H16.7 福井豪雨 足羽川(福井市春日) H24.7 豪雨 鞍谷川(越前市粟田部)他

H25.9 台風18号 野木川(若狭町下野木)他

（福井県）近年の洪水被害の発生状況

H29.10 台風21号 江古川(小浜市羽賀)他
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足
羽

川

足羽川4.6km
(福井豪雨破堤地点)

平成１６年７月福井豪雨浸水状況
（福井市街地上空より足羽川左岸を撮影）

【主な被害】
人的被害 ： 死亡4名、行方不明1名、負傷19名

住宅被害 ： 全壊57棟、半壊142棟、一部損壊212棟、
床上浸水3,323棟、床下浸水10,334棟

・梅雨前線の活発化による局地的豪雨

・最大時間雨量８７mm/hr、総雨量２８５mm（美山）

・足羽川上流域を中心に県北東部で甚大な被害

破堤地点（福井市春日）の状況
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降雨状況 福井県足羽郡美山町 気象庁アメダス観測所

時間雨量(mm/h)

累計雨量(mm)

７月１７日 ７月１８日

時

総雨量285mm

最大 87mm/hr

平成１６年７月福井豪雨
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足羽川で左岸堤防が決壊

福井市春日

足羽川

平成１６年７月福井豪雨
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３．流域治水プロジェクトについて
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九頭竜川流域治水協議会

北川流域治水協議会

北川

足羽川
九頭竜川

日野川

一級水系
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二級水系
・「福井県二級水系流域治水協議会」を令和３年１月２９日に設立
・全２２水系中４水系の流域治水プロジェクトを令和３年度中に策定予定
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４．水害リスク図について
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水害リスク図とは

県管理河川数 公表河川名

洪水浸水
想定区域図

洪水予報河川
（全５河川）

・竹田川・日野川・足羽川・笙の川・南川
（日野川と足羽川は、一部水位周知区間を含みます）

水位周知河川
（全１６河川）

・九頭竜川・兵庫川・荒川・江端川・浅水川・鞍谷川・天王川
・吉野瀬川・赤根川・清滝川・耳川・鰣川・遠敷川・佐分利川
・関屋川・井の口川

水害リスク図
その他河川
（全１７０河川）

・田島川・木瓜川・大蓮寺川・狐川・犀川・和田川・越智川
・服部川・水海川・清水川・木の芽川・野木川・子生川

など

全１９１河川

全国的な水害発生状況などを考慮し、市町から要望のある、洪水予報河川
および水位周知河川以外の県管理河川についても、洪水浸水想定区域図の
作成手法を簡略化して、県独自に「水害リスク図」と称して、令和２年８月２８日
に県管理河川全てを公表しました。
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水害リスク図の作成方針

「水害リスク図」作成の目的

目的を速やかに達成するため、以下の方針で「水害リスク図」を作成する※

• 法指定（洪水予報、水位周知）河川以外の全ての県管理河川でも、水害の危険性（想定
浸水範囲、浸水深さ）を示す図を作成する。

○従来の解析手法を簡略化する

• 従来のマニュアルによる解析手法を一部簡略化して計算手間を小さくする
• 破堤条件などを必要最低限とし、ある程度の精度を確保しながら効率化する

○作成（公表）する成果を限定する

• 従来の「浸水継続時間」や「家屋倒壊等氾濫危険区域」は作成しない

※従来の法指定による洪水浸水想定区域図とは異なり、法的な拘束力はない
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水害リスク図の作成手法
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水害リスク図の作成手法
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水害リスク図の作成手法
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・水害リスク図で作成される成果は、規模別の浸水想定（浸水範囲、浸水深）を表す図面のみ
・従来手法の「浸水継続時間」と「家屋倒壊等氾濫想定区域」は水害リスク図では作成しない
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水害リスク図の作成手法
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水害リスク図の例



５．空白地解消に向けた取り組み
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大野市 洪水・土砂災害ハザードマップ 抜粋

水害リスク図で
補足した箇所
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水害リスク図のハザードマップへの反映



太田川

坂尻川

美浜町 洪水・土砂災害ハザードマップ（敦賀半島エリア）抜粋

金瀬川

立町川

大早稲谷川

押川谷川

県管理河川

市町管理河川
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市町管理河川のハザードマップへの反映



ご清聴ありがとうございました。
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